
特集　西ノ島の１年を振り返って

ちょっぴり早いお正月準備
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西
ノ
島
消
防
団
出
初
式

活
っ
ち
ゃ
ん
「
１
１
０
番
の
日
」
で
活
躍

江
府
町
・
西
ノ
島
町　

児
童
交
歓
ス
キ
ー
教
室

川
本
貢
功
氏
へ
感
謝
状
を
贈
呈

第
３
回
ほ
ん
の
て
ん
ら
ん
か
い

升
谷
町
政
２
期
目
が
ス
タ
ー
ト

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
講
習
会

Ａ
級
グ
ル
メ
の
邑
南
町
と
視
察
交
流

別
府
地
区
に
賃
貸
住
宅
が
完
成

国
賀
び
ら
き
フ
ェ
ア

防
犯
啓
発
グ
ッ
ズ
贈
呈
式

水
産
祭

島
根
ス
サ
ノ
オ
マ
ジ
ッ
ク
公
式
戦　

山
陰
ゆ
る
キ
ャ
ラ
大
集
合

国
賀
び
ら
き
フ
ェ
ス
タ
（
４
／
１ 

〜 

４
／
30
）
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石
破
大
臣
が
隠
岐
を
視
察

牧
畑
草
刈
り
＆
ミ
ニ
牧
畑
づ
く
り

「
お
き
・
に
し
の
し
ま
海
の
駅
」
オ
ー
プ
ン

第
13
回
と
っ
て
隠
岐
ス
リ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
大
会
（
i
n
西
ノ
島
）

「
わ
が
と
こ
商
品
券
」
販
売
開
始

第
50
回
近
畿
国
賀
会
（
大
阪
）

西
ノ
島
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
５

に
っ
ぽ
ん
丸
寄
港

湯
淺
貞
美
氏
に
「
旭
日
単
光
章
」

佐
倉
眞
喜
子
氏
に
「
国
際
化
功
労
者
表
彰
」

兵
庫
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー
ス
育
成
チ
ー
ム
交
流
合
宿

海
神
社
例
大
祭

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
ぃ
な
す
寄
港

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
『
フ
リ
ー
カ
フ
ェ
』
が
オ
ー
プ
ン

島
前
軟
式
野
球
大
会
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精
霊
船
送
り

民
謡
の
夕
べ

美
田
八
幡
宮
例
大
祭　
「
十
方
拝
礼
」
奉
納

島
前
陸
上
大
会

リ
ポ
ビ
タ
ン
D　

隠
岐
・
西
ノ
島
B
A
S
E
B
A
L
L
シ
リ
ー
ズ
開
催

平
成
27
年
国
勢
調
査
開
始

〈
隠
岐
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
西
ノ
島
町
変
電
所
竣
工
式

第
３
回
島
R
U
N
２
０
１
５
西
ノ
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

〈
隠
岐
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉
P
R
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
（
別
府
港
）

音
つ
な
ぎ
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
５

中
浜
肇
氏
に
「
平
成
27
年
度
防
犯
功
労
者
防
犯
栄
誉
銅
章
」

全
国
離
島
振
興
対
策
協
議
会
（
島
前
視
察
）

ツ
ー
デ
ー
キ
ャ
ン
プ
i
n
西
ノ
島

西
ノ
島
町
成
人
式

全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
交
流
フ
ェ
ス
タ
i
n
隠
岐
西
ノ
島

6
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産
業
文
化
祭

天
童
よ
し
み
コ
ン
サ
ー
ト

イ
カ
・
ま
ぐ
ろ
ま
つ
り

に
っ
ぽ
ん
ま
る
寄
港

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
ぃ
な
す
寄
港

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
が
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
事
業
に
認
定

西
ノ
島
中
学
校
演
劇
発
表
会

西
ノ
島
小
学
校
学
習
発
表
会

白
石
裕
子
医
師
が
「
や
ぶ
医
者
大
賞
」
受
賞

（
株
）
日
本
海
隠
岐
活
魚
倶
楽
部 

徳
若
博
氏
が

「
農
林
水
産
業
で
頑
張
っ
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
」
受
賞

国
際
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
会

改
め
て
１
年
を
振
り
返
る
と
様
々
な
行
事
、
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
に
迎
え
る
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
広
報
西
ノ
島
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
様
が
佳
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

西
ノ
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

7
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11
月
15
日
（
日
）「
出
張
！
お
は
な
し
レ
ス
ト
ラ
ン
i
n

西
ノ
島
町
」　

講
師　

小
田
川
美
由
紀
さ
ん

　

幼
児
か
ら
低
学
年
向
け
に
は
、手
遊
び
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

を
交
え
な
が
ら
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
、
中
学
年
か
ら
高
学
年
向

け
に
は
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
（
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
の
本
の
紹
介
）
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
本（
絵
本
）

の
楽
し
み
方
に
、
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

11
月
22
日
（
日
）「
え
ー
さ
く
お
じ
さ
ん
の
絵
本
を
め
ぐ
る

冒
険
」　

講
師　

岩
田
英
作
さ
ん

　

親
子
を
対
象
に
読
み
聞
か
せ
と
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
一
緒
に
声
出
し
て
参
加
し
な
が
ら
の
読
み
聞
か
せ
や

め
ず
ら
し
い
絵
本
の
紹
介
に
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保

護
者
や
読
書
活
動
関
係
者
の

方
々
は
、
先
生
の
講
話
に
う
な

ず
き
な
が
ら
、
読
み
聞
か
せ
の

大
切
さ
に
つ
い
て
学
ば
れ
ま
し

た
。

　

12
月
２
日
（
水
）、
中
央
公
民
館
講
義
室

に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
理

事
長
の
藤
原
義
光
氏
を
お
招
き
し
、「
地
域

振
興
と
教
育
の
二
兎
を
追
う
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約
70

名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

藤
原
先
生
に
は
島
根
県
職
員
や
島
根
県

教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
の
ご
経
験
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
数
多
く
の
事
柄
に
つ
い

て
熱
い
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
生
き
生
き
と
し
た
活
力
あ

る
町
づ
く
り
」、「
地
域
振
興
は
地
域
信
仰
」、

「
前
傾
姿
勢
」
な
ど
、
今
後
、
私
た
ち
が
地

域
を
活
性

化
し
て
い

く
う
え
で

必
要
な
心

構
え
に
つ

い
て
、
大

い
に
参
考

と
な
る
お

話
を
し
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

12/2

12/3

11/15,22

　

12
月
３
日
（
木
）、
み
た
保
育
園
に
て
、
職
員
・

父
兄
・
園
児
た
ち
に
よ
る
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

10
キ
ロ
も
の
も
ち
米
を
前
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、「
ヨ
イ
シ
ョ
！
」
と
い
う
大
き
な
掛
け
声

に
あ
わ
せ
楽
し
く
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
の
中
に
は
、
杵
と
臼
を
使
っ
た
本
格
的
な
も
ち

つ
き
を
見
る
の
は
初
め
て
と
い
う
子
が
多
く
、
真
剣
に

見
入
っ
て
い
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
お
も
ち
は
、
お
雑
煮
や
き
な
こ
餅
に
し

て
食
べ
ま
し
た
。

　

年
末
か
ら
お
正
月
に
向
け
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
な

ど
楽
し
い
行
事
が
多
く
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
園
児
た
ち

で
し
た
。
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へ
き
地
の
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
若
手
医
師
を
た
た

え
る
「
や
ぶ
医
者
大
賞
」
の
表
彰
式
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
11
月
28
日
に
養
父
市
で
開
か
れ
、
浦
郷
診
療
所
長
の

白
石
裕
子
医
師
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
や
ぶ
医
者
大
賞
」
は
兵
庫
県
養
父
市
が
、「
や

ぶ
医
者
の
語
源
が
、
養
父
の
名
医
」
で
あ
る
こ
と
に
ち

な
み
、
地
方
で
頑
張
る
若
手
医
師
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
る
目
的
で
昨
年
創
設
し
た
も
の
で
、
今
回
全
国
で

２
名
の
医
師
が
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
石
医
師
は
平
成
10
年
４
月
に
西
ノ
島
町
に
赴
任

し
、
日
々
の
診
療
に
あ
た
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
乳
幼

児
健
診
や
学
校
医
な
ど
の
母
子
保
健
業
務
、
地
域
住
民

へ
の
講
演
や
学
生
教

育
な
ど
、
予
防
・
治

療
・
介
護
な
ど
幅
広

い
分
野
で
の
活
躍
と

後
輩
医
師
の
育
成
な

ど
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

11/28

　

12
月
７
日
（
月
）、
西
ノ
島
町
近
海
の
定
置
網

で
、
大
量
（
約
１
万
匹
）
の
ス
ル
メ
イ
カ
が
浦
郷

港
に
水
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
ノ
島
・
由
良
の
イ
カ
寄
せ
の
浜
に
は
、「
神

在
月
に
出
雲
で
の
神
々
の
集
ま
り
か
ら
帰
る
由

良
比
女
命
が
、
乗
っ
て
い
た
芋
桶
か
ら
手
を
海
水

に
浸
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
悪
戯
好
き
の
イ
カ
が
そ

の
手
に
噛
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
悪
戯
の
侘
び
と

し
て
毎
年
大
量
の
イ
カ
が
浜
に
よ
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

奇
し
く
も
こ
の
イ
カ
が
大
漁
に
水
揚
げ
さ

れ
た
日
は
、
出
雲
を
後
に
す
る
神
々
を
送
る

「
神か

ら
さ
で
さ
い

等
去
出
祭
」
が
行
わ
れ
た
日
で
し
た
。

12/7

　

12
月
17
日
（
木
）、
有
限
会
社
共
幸
水
産
の
新
船
「
第

八
千
鳥
丸
」
の
進
水
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
新

船
の
お
披
露
目
と
神
事
、
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ

た
た
く
さ
ん
の
方
が
新
船
の
完
成
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
建
造
さ
れ
た
の
は
、
ま
き
網
漁
業
に
利
用
さ

れ
る
灯ひ

ぶ
ね船
と
い
う
種
類
で
、
漁
場
で
魚
を
集
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
船
で
す
。
そ
の
た
め
、
漁
場
に
到
着
す

る
た
め
の
ス
ピ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
安
定
性
や
静
音
性

と
い
っ
た
性
能
が
必
要
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
繊
細
な
バ

ラ
ン
ス
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

建
造
に
は
、
有
限
会
社
上
原
造
船
所
を
中
心
に
町
内

の
造
船
所
が
協
働
で
当
た
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
町
内

の
造
船
所
に
よ
る
大
型
漁
船
建
造
は
こ
れ
が
初
め
て
の

取
組
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
高
い
技
術
力
を

全
国
に
向
け
て
発
信

し
、
本
町
の
造
船
業

と
漁
業
の
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

12/17
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西ノ島ふしぎ発見 50

昨年は観光客が例年より多かったですね。ガイドのみなさんに影響ありましたか？
そうですね！バス、町歩き、ハイキング、神社等の案内回数が増えて、ほぼ毎日忙しかったです。 
すごい！春から秋まで…大変でしたか？
大変なときもありましたが、案内はとても楽しいですよ！お客さんもガイドさんも笑顔になります。
お客さんが増えるのは良いことですが、ガイドは不足していませんか？
現在、西ノ島では 25 名のガイドが活躍していますが、まだ不足しています。もっとたくさんの観光客の
方に楽しんで頂くためには、様々な分野で活動できるガイドが多く集まってほしいです。
今のガイドには西ノ島が大好きな方が多いですね。でも、まだまだガイドになれそうな方がたくさんい
そうですね！
そうですね。「ガイド」というと、プロでレベルが高いと思われますが、西ノ島が大好き、隠岐の魅力を
伝えたい、各地からの人と交流したいという気持ちがあれば、誰でもガイドになれると思います。あと
基本的に有償ですので、ちょっとしたお小遣い稼ぎにもなりますよ！
ガイドに興味がある方はどうすればいいですか？
観光協会に連絡をして、まず、ガイドクラブの勉強会に参加してみたら良いと思っています。ガイドク
ラブではマニュアルを準備し、毎月勉強会もあります。また、ガイド同士のサポートも強く、新しい知
識を吸収しながらガイドを目指せる環境ができています。
ガイドがまだ少ないのは不思議ですね。西ノ島のみなさん、宜しくお願いします！

　１１月２６日（木）にアメリカ出身のレイナ（女性、２３歳）とコリン（男性、２３歳）が約４０名の家族と

友人と一緒に隠岐の文化に触れながら、アイランド・ウェディングを挙げました。新しい観光商品として様々なイ

ベントが開かれました。隠岐汽船の船内で提灯や飾り、浦郷港で地元のおばさんたちによる手巻き寿司パーティー

と抹茶コーナー、国賀海岸で写真撮影など、今季一番の嵐でしたが、

新婚さんから「島風の和装結婚式は素晴らしかった。１００点が満

点でしたら、１０００点です！」と高く評価されました。海外から

来られた家族や友人から「隠岐は最高！地元の方のおもてなしは素

晴らしい！次はハイキングや海水浴がしたい！」などのコメントを

頂きました。このイベントにご協力して頂いた地元のみなさん、本

当にありがとうございました。今年も楽しいイベントを企画したい

と思っていますので、今後ともよろしくお願いします。

西ノ島町観光協会で「西ノ島カレンダー」を販売しています。

地元の方や「フォトコンテスト」に入賞した方などの写真が掲載されています。ぜひお

土産に、家庭用に、親戚にお買い求めください。島外への発送（有料）も出来ます。
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　昨年3月から販売された読売旅行の企画募集旅行商品は、中四国地区
で販売されたところ、近年類を見ないほどの集客があり12月までのトー
タルで約3,500名の観光客が西ノ島を訪れました。
　先日、この旅行商品を担当した関係者が西ノ島を訪れ、島内の視察と
地元関係者との懇親を深めて、新たな企画商品への確認を行いました。
　また、ツアーグランプリ2015において表彰、授与された盾が西ノ島
町に寄贈され、町長室に飾られています。
※この旅行商品は3月から新たに販売されます。今回は中四国地区と新
たに近畿地区でも販売が決定しました。

　新年明けましておめでとうございます！年末がいつの間にか終わって、年明け
が来ましたね。実は年末に、二年ぶりに実家に帰って来ました。家族とイルミネー
ションを見に行ったり、親戚の家に訪問したりして、楽しかったです。
　楽しい経験といえば、１２月５日に、ふるさと子ども体験隊の皆さんと一緒に「国際交流ク
リスマス会」を若者宿で行いました。小学生約３０名が参加し、島前から海士町のグローバル・
コーディネーターと知夫村のＡＬＴをゲストとして迎え、各国のクリスマスの話を聞かせて貰
いました。砂漠のある米アリゾナ州では、サボテンをクリスマスツリーのように飾ることや、
アフリカのガーナではクリスマスになると風船のくじ引きゲームが大人気など、すごく勉強に
なりました。
　その後、切り紙で雪の結晶を作ったり、クリスマスのカード･ゲームに挑戦したり、ボランティ
アの皆さんが作ってくれたご馳走を味わいました。手を合わせて「ご馳走様でした」をしてか
ら、プレゼント交換のゲームをミュージックを流しながら盛り上がっていたら、サンタが突然
訪問してくれました。サンタさんがアメリカのクリスマスお菓子「キャンディー ･ケーン」を
子どもに、そして保護者にも渡してから、北極に戻っていきました。参加してくれた児童・保
護者の皆様、ボランティアの皆様、ゲストの皆様、クリスマス会のお手伝いをして下さった皆様、
ありがとうございました。お陰様で、素敵なクリス
マス会を行うことができました。
　クリスマス、そして年末があっという間に終わっ
てしまって、新年が来ましたが、２０１６年もまた
楽しいイベントを通して西ノ島町の皆様と交流でき
るのを楽しみにしております。
　皆さん、本年もどうぞよろしくお願いいたします！

旅行企画商品の販売が決定しました！



12

＜利用を希望される方は＞

個人番号カードを本人確認書類にされる方や電子申請等で

利用される方は、申請書に写真を貼って同封の返信用封筒

により申請してください。

※個人番号カードの交付を受けるときは、引き換えに通知

カードを市区町村窓口で返納することになります。

※住民基本台帳カード（住基カード）をお持ちの場合、両

方のカードを所持することはできません。個人番号カード

取得の際には、通知カードのほかに住基カードも返納する

ことになります。

●源泉徴収票の作成手続

●健康保険・厚生年金・雇用保険の手続き

●証券会社や保険会社が行う、配当金や保険金等の支払調書作成　など

　＊従業員等のマイナンバーの取得は、法令で定められた場合だけ

　＊事業者は社会保障に関する手続き書類に従業員等のマイナンバーなどを記載して役場に提出

　＊マイナンバーが記載された書類の保管は必要がある場合だけ
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マイナンバー
「通知カード」と「個人番号カード」

見　　本

（表面）

※
万
一
、
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
に

再
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
警
察
へ
の
届

出
と
再
交
付
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

見　本

（裏面）

転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
る

と
き
は
、
住
所
変
更
手
続
き

の
際
に
通
知
カ
ー
ド
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

通
知
カ
ー
ド
裏
面
に
新
し
い

住
所
を
記
入
し
ま
す
。

　まだ通知カードがお手元に届いていない方は、役場に返戻されている可能性があ

りますので、町民課（６－０１０３）までお問い合わせください。来庁の際は事前

に連絡を頂き、免許証等の本人確認書類と印鑑をお持ちください。（代理人が受領す

る場合は、併せて委任状が必要となります。）
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らのお知らせ
　自己負担限度額は、所得状況に応じて下表のように分けられます。

区　分 ※① 所得 限度額
限度額適用認定証
「適用区分」表示

上　　位

所　　得

901 万円超
　252,600 円＋　　　　　　　　　　　　　　　

（医療費の総額－ 842,000 円）× 1％
［※②多数該当：140,100 円］

ア

600 万円超

901 万円以下

167,400 円＋　　　　　　　　　　　　　　
（医療費の総額－ 558,000 円）× 1％ 

［※②多数該当：93,000 円］
イ

上　　位

所　　得

210 万円超

600 万円以下

 80,100 円＋　　　　　　　　　　　　　　
（医療費の総額－ 267,000 円）× 1％

［※②多数該当：44,400 円］
ウ

210 万円以下
57,600 円

［※②多数該当：44,400 円］
エ

非 課 税
住民税

非課税
35,400 円

［※②多数該当：24,600 円］
オ

区　分 外来 ( 個人単位 ) 入院 +外来 ( 世帯単位 )
高齢受給者証

「一部負担金の割合」

現役並み所得者 44,400 円
80,100 円＋　　　　　　　　　　　　　　　　

（医療費の総額 -267,000 円）× 1％
［※②多数該当：44,400 円］

3割
（※③限度額適用
認定証を兼ねる）

一　　般 12,000 円 44,400 円
2 割 ( ※④ )

（※③限度額適用
認定証を兼ねる）

低所得Ⅱ 8,000 円 24,600 円 2 割 ( ※④ )

低所得Ⅰ 8,000 円 15,000 円 2 割 ( ※④ )

※①　基礎控除額（33万円）を引いた、国保加入者の所得を合算します。なお、所得を申告されていない

　　　方については、正しい区分にならない場合があります。

※②　高額療養費に該当する月が、その月を含めて過去 12ヶ月に 4回以上あるとき ( 多数該当 ) は、4回

　　　目からは、自己負担限度額が引き下げられます。

※③　70～ 74 歳の住民税課税世帯の方は、高齢受給者証（黄色・二つ折り）を医療機関に提出すること

　　　で自己負担限度額までの支払いとなりますので、「限度額適用認定証」は不要です。

※④　生年月日が昭和 19年 4月 1日以前の方は 1割です。
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国民健康保険か
　医療機関や薬局の窓口で支払った額が、1か月に一定の額 ( 自己負担限度額といいます。) を超

えたときは、その超えた額が国民健康保険から高額療養費として、世帯主に対して支給されます。

　いったん医療機関等の窓口で自己負担分（１～３割）を支払い、あとから自己負担限度額を超えた分
が払い戻されます。
　該当する場合には、おおむね診療月の 3か月後に支給申請書をお送りしています。支給申請書が届い
たら、押印のうえ、役場町民課または別府支所の窓口へ提出してください。手続きすると、後日指定の
口座に振込いたします。

　※②の場合でも複数の医療機関にかかった場合等は、高額療養費が支給される場合があります。

その場合は①と同様に支給申請書をお送りしています。

　あらかじめ医療機関等の窓口で「限度額適用認定証」を提示することで、支払いを自己負担限度額ま
でにとどめることが出来ます。
　「限度額適用認定証」が必要な場合は、役場町民課までご連絡ください。

  自己負担限度額を超えた分が払い戻される。
　　（おおむね診療月の３か月後）

 いったん自己負担分 (1 ～ 3割 ) を支払う。

  自己負担限度額分の支払いで済む。

 「限度額適用認定証」を提示する。

限度額適用
認 定 証
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　〇増頭に対する補助

　　→　毎年２月１日時点の頭数と、前年２月１日までの頭数と比較して、増頭分について、

　①．繁殖牛導入経費の補助・・・〔地方創生先行型交付金事業より開始〕

　　　→　新規就農者の繁殖雌牛導入経費に対して、

　②．町有牛舎の無料貸付（２５頭規模）・・・〔地方創生先行型交付金事業より開始〕

【主な要件】
　◆青年等就農計画又は半農半Ｘ実践計画の策定者
　◆優良な繁殖雌牛の導入又は保留を積極的に進める者　
　◆導入後５年以上確実に飼養する者
　◆対象期間は、導入開始から５ヶ年（１経営体あたり上限３０頭）まで

【主な要件】
　◆青年等就農計画又は半農半Ｘ実践計画の策定者。
　◆貸付期間は原則５年以内
　◆維持管理は本人とし、大規模な修繕等については町と別途協議。

支　援　の　内　容 助　成　内　容
(1) 県外在住者が島根県内で一定期間産業体験を行う場合に滞在費
の一部を支援

〔期 　 間〕３ヶ月～１年
〔助 成 額〕12万円／月

(2) 自営や半農半Ｘによる新規就農、経営を移譲する認定農業者、
新たな雇用を創出する農業法人等の施設整備

〔助 成 率〕1/3
〔助成対象事業費の上限〕
　・自営就農：3,000万円
　・半農半Ｘ：3,000万円
　・経営継承：1,000万円

(3) 自営就農者等の研修受入れ先農家に指導経費を支援 〔助 成 額〕定額3万円 /月    ２年以内

(4)45歳未満で就農される方（青年）に対する研修費用と就農後の
定着を図るための支援

〔研修期間〕150万円／年　 ２年以内
〔就 農 後〕150万円／年　 最長５年以内

(5)45歳以上で65歳未満の新規自営就農者に対して研修費用と就
農後の定着を図るための支援

〔研修期間〕12万円／月　　１年以内
〔就 農 後〕　75万円／年　最長２年以内

(6) 農業と他の仕事を組み合わせた「半農半Ｘ」を実践する方の研
修費用と就農後の定着を図るための支援

〔研修期間〕12万円／月　    １年以内
〔就 農 後〕　12万円／月　　　１年以内

(7) 就農プランナーによる就農相談、農業法人等のマッチング
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新規就農者を募集！
　西ノ島町の畜産は次第に畜産農家の戸数が減少しています。こ

のまま減少し続けてしまうと牧野管理上、山が荒れてしまうこと

につながり、結果として自然にも影響してきます。現在、農家戸

数は少なくなっていますが、地域振興のためにも畜産農家の就業

対策を図っていくことが重要です。西ノ島町では既存農家が増頭

する場合の奨励金補助や新規就農者向けの支援を設けて畜産振興

を図ってまいります。

　西ノ島町で就農する場合は、公共牧野で牛を飼いますので、本土のように

１年中牛舎で飼うことに比べて管理費用がかからないことが大きなメリット

です。また、放牧することにより農家の方の作業負担も軽減されることにな

り、いわゆる、「低コスト」と「省労働力」が可能となり、新規で始められ

る方にとっては大きな魅力です。

　新規就農しようとする場合に必要なことは、まず牛を飼う、牛舎をつくる、作業用車両、飼料などが必要

となりますが、こうした初期投資について国や県等の助成制度が設けられています。なお、雌の子牛を購入

し、種付けして子牛を産ませ、生まれた子牛を６ヶ月以上育てた後に売却して初めて収入が生じます。した

がって、最初に牛を購入してから最短で２年もの年数がかかってしまうため、就農後は一定期間、生活支援

策が設けられています。これから新規就農者として事業を開始しようとす

る方には、国や県でもさまざまな支援策が用意されていますが、今年度か

らは新たに町独自で支援を拡充しています。

　国や県にある制度の一例としては、４５歳未満を対象とした就農者に対

する支援があり、就農後に１５０万円が最長５年間助成されます。なお、

４５歳以上の方が就農される場合には７５万円が最長２年間助成されま

す。そのほか、新規就農者向けに初期投資を軽減するため　導入牛の助成、

施設整備（牛舎など）助成が設けられています。

　今年度から町では右記の支援策を拡充していますので、新規に就農した

い方はぜひご活用願います。また、出郷者の方で畜産業をしてみたいといっ

た方もご検討いただければと思います。
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　～ ふるさと子ども体験隊では１０月に自然観察会と１１月にじょんじょん太鼓を体験しました。 ～

　１１月２１日に行われた「じょんじょん太鼓をしよう！」の回では、児童・
保護者・ボランティアの方を含め、計２３名で体験しました。
　じょんじょんの方々に叩き方やリズムの取り方など指導してもらいながら一
生懸命太鼓を叩いていました。
　最初はちゃんと叩けずバラバラでしたが、コツを掴むとじょんじょんさん達
も驚くくらい上達し、なかなか体験することの出来ない太鼓を鳴らすことを楽
しんでいました。
　終わってからも、あーでもない、こーでもないと話をしていたり叩き方を教
えてくれたりと楽しそうにしていました。

　１０月１０日に行われた自然観察会では児童・保護者・ボランティアの方
を含め計１５名で、口村光房さんに指導をしてもらいながら、島根鼻公園で
芋ほりをしました。天候の関係で海辺の生き物の観察から芋ほりに変更に
なってしまいましたが、子どもたちはキャーキャー言いながら芋ほりを楽し
んでいました。
　「こんなに大きいのが出てきた！」「見て見て！変な形！」などたくさんの
報告をしてくれて、こちらまで楽しい気分にさせてもらいました。
　若者宿に戻ってからボランティアさんがサツマイモを使った昼食を出して
くれて、とても美味しく頂きました。

西ノ島町教育大綱を策定しました
　昨年４月１日に地方教育行政法の組織及び運営に関する法律が改正され、その地域の実情に応じ、当該地方公共団
体の教育、学術及び文化振興に関する総合的な施策の大綱を定めることとされました。
　この大綱は、第５次西ノ島町総合振興計画を基本とし、町長と教育委員会で構成する総合教育会議において協議、
調整したうえで策定しました。

●大綱の主な内容
①大綱の期間：平成２７年度～３１年度（５年間）
②大綱の基本理念：豊かで健全な心身を育む“ふるさと西ノ島”の教育
③大綱の基本目標
　目標１　未来を生き抜く力を育む
　目標２　夢や目標に向かって自分を磨く
　目標３　伝統・文化を次世代へ継承する
　目標４　人権が尊重される社会を実現する
　目標５　国際交流によるグローバル化を進める

●具体的な内容については、町タブレットまたは町ホームページをご覧ください。
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専
門
員
等

に
つ
い
て
は
免
許
取
得
後
３
年
以
内

に
町
内
に
居
住
し
、
引
き
続
き
５
年

以
上
医
療
・
福
祉
等
に
従
事
し
た
場

合
は
返
還
を
全
額
免
除
。

　

Ⅱ
．
上
記
以
外
の
職
に
就
く
方
で

　

卒
業
後
３
年
以
内
に
町
内
に
居
住

し
、
引
き
続
き
５
年
以
上
従
事
し
た

場
合
は
返
還
を
２
分
の
１
減
免
（
公

務
員
は
除
く
。）

　

Ⅰ
．
西
ノ
島
町
教
育
委
員
会　

教

育
課
（
西
ノ
島
町
立
中
央
公
民
館
）

　

Ⅱ
．
西
ノ
島
町
役
場　

町
民
課
窓
口

　

Ⅲ
．
西
ノ
島
町
役
場　

別
府
支
所

　

提
出
先
：
右
記
３
か
所
の
窓
口

　

提
出
期
限
：
平
成
28
年
１
月
29
日

（
金
）

　

お
問
合
せ
先
：
西
ノ
島
町
教
育
委
員

会　

教
育
課
（
電
話
：
６
‐
０
１
７
１

　

F
A
X
：
６
‐
１
０
２
８
）

い
わ
が
き
生
産
拡
大

（
シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド

方
式
）
事
業

大
濵
水
産

い
わ
が
き
養
殖
用
い
か
だ
（
コ
ン
ポ
ー
ズ
パ
イ

プ
製
）
を
更
新
・
増
設
し
、
新
た
な
養
殖
技
術

シ
ン
グ
ル
シ
ー
ド
方
式
方
式
の
実
用
化
を
図
る
。

い
わ
が
き
生
産
拡

大
（
カ
イ
デ
ラ
イ

ト
方
式
）
事
業

合
同
会
社
カ
オ
ス

い
わ
が
き
養
殖
用
い
か
だ
（
コ
ン
ポ
ー
ズ

パ
イ
プ
製
）
を
増
設
し
、
新
た
な
養
殖
技

術
カ
イ
デ
ラ
イ
ト
方
式
の
実
用
化
を
図
る
。

西
ノ
島
町
内
に
お

け
る
造
船
業
活
性

化
に
向
け
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業

㈲
上
原
造
船

島
外
の
造
船
所
を
利
用
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト

的
に
ま
き
網
船
の
灯
船
を
建
造
し
、
本
町

の
造
船
技
術
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
島
内

で
の
大
型
漁
船
建
造
を
目
指
す
。

隠
岐
海
域
の
魚
を

原
料
と
す
る
水
産

加
工
品
の
販
売
促

進
事
業

つ
る
丸
汽
船

観
光
㈲

プ
ロ
ト
ン
凍
結
機
及
び
冷
凍
保
管
庫
を
導

入
し
、
旬
の
魚
介
類
を
鮮
度
保
持
し
た
状

態
で
大
量
に
ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
観

光
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
高
付
加
価
値
の
加
工

品
を
計
画
的
に
製
造
・
販
売
し
、
年
間
を

通
じ
た
正
規
雇
用
の
拡
大
を
目
指
す
。

花
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
事
業

摩
天
崖

西
ノ
島
で
見
ら
れ
る
花
に
つ
い
て
、
写
真
、

識
別
方
法
、
群
生
場
所
、
ジ
オ
パ
ー
ク
的

な
意
義
を
掲
載
し
た
季
節
ご
と
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
３
種
類
作
成
し
、
観
光
リ
ピ
ー

タ
ー
の
拡
大
を
目
指
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
対
応
店
舗
普
及

事
業

一
般
社
団
法

人
西
ノ
島
町

観
光
協
会

西
ノ
島
町
内
で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
対

応
店
舗
を
増
加
さ
せ
、
観
光
客
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
、
観
光
客
の
拡
大
を
目
指

す
。
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家
屋
を
新
築
・
増
築
、
取
壊
し
た
場
合
、
翌
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
が
変
わ
り
ま
す
。

　

公
平
・
公
正
な
課
税
を
行
う
た
め
に
、
家
屋
を

新
築
・
増
築
、
取
壊
し
た
場
合
は
、
役
場
町
民
課

（
６
）
０
１
０
３
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご

連
絡
を
い
た
だ
い
た
後
、
担
当
者
が
立
会
い
の
も

と
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
売
買
な
ど
に
よ
り
家
屋
の
所
有
者
が

変
更
と
な
っ
た
場
合
に
も
役
場
町
民
課
（
６
）

０
１
０
３
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
、
改
葬
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
改
葬
を
行
う
際
の

手
続
き
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
町
か
ら
『
改
葬
許
可
申
請
書
』
を
入
手

し
て
く
だ
さ
い
。

　

遠
方
の
方
は
、
電
話
に
て
連
絡
を
い
た
だ

く
か
、
町
内
在
住
の
代
理
人
に
よ
り
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

土
葬
の
場
合
、
改
め
て
火
葬
を
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、『
火
葬
場

の
使
用
申
込
』
も
併
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

２
．『
改
葬
許
可
申
請
書
』
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
の
上
、
次
の
２
つ
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
『
埋
葬
さ
れ
て
い
る
証
明
』

　

証
明
者
は
現
在
使
用
し
て
い
る
墓
地
の
管

理
者

②
『
改
葬
先
の
証
明
書
』
の
写
し

　

改
葬
先
の
管
理
者
に
よ
る
使
用
許
可
証
・

使
用
許
可
証
明
書
、
墓
地
等
の
使
用
契
約
書

な
ど
、
遺
骨
の
受
け
入
れ
先
が
あ
る
こ
と
が

分
か
る
も
の

３
．
申
請
者
か
ら
町
へ
書
類
が
提
出
さ
れ
ま

１
月
分
の
納
期
限
は
２
月
１
日(

月
）
で

す
。　
　

（
定
期
口
座
振
替
日
は
１
月
28
日
（
木
）、

再
振
替
日
は
２
月
10
日
（
水
）
で
す
。

　

納
付
等
に
関
す
る
相
談
は
町
民
課
（
６
）

０
１
０
３
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

（
普
通
徴
収
の
方
）

し
た
ら
、
町
は
申
請
内
容
を
確
認
し
て
『
改

葬
許
可
書
』
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

４
．
墓
地
で
作
業
す
る
時
や
遺
骨
を
持
ち
運

ぶ
時
、
受
け
入
れ
先
に
納
骨
す
る
時
に
は
、

必
ず
『
改
葬
許
可
書
』
を
携
帯
し
て
く
だ
さ

い
。

　
『
改
葬
許
可
書
』
が
な
い
と
、墓
地
や
霊
園
、

納
骨
堂
な
ど
へ
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
（
０
８
５
１
４

‐
６
‐
０
１
０
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
手
続
き
に
つ
い
て
は
埋
葬
さ
れ

て
い
る
場
所
が
西
ノ
島
町
内
か
ら
町
内
外
へ

改
葬
す
る
場
合
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

町
外
か
ら
西
ノ
島
町
に
改
葬
す
る
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

　
　
（
町
内
か
ら
町
内
外
の
場
合
）

 

埋
葬
元
の
管
理
者

か
ら
「
埋
葬
証
明
書
」

を
発
行
し
て
も
ら
う

 

埋
葬
先
の
管
理
者

か
ら
「
埋
葬
受
け
入

れ
証
明
書
」
を
発
行

し
て
も
ら
う

 

町
か
ら
改
葬
許
可
申
請
書
等
を
入
手

 

①
〜
③
が
作
成
出
来
た
ら
役
場
に
申
請

 

役
場
か
ら
改
葬
許
可
書
を
受
け
取
る

 

改
葬
作
業
開
始

※
町
外
か
ら
町
内
へ
の
改
葬
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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　TEL. 6-1211　FAX.6-1212

定住促進係　TEL. ７-8131　農林水産係・観光商工係   TEL. ７-8777

　TEL.6-0450　FAX.2-2247

別 府 支 所   TEL. ７-8101　　　　　   地域振興課   FAX. ７-8025

　TEL.6-1748  FAX.6-0186

　 TEL. 6-0171　FAX.6-1028

町長が町民の皆様のご意見、ご要望をお聞きするための FAX.6-1819

TEL.6-1182　FAX.6-1183

　TEL.6-0105　　 　TEL.6-0103　　 　TEL.6-0104

　TEL（08514）6-0101　FAX　6-0683

※町内無料電話を利用する場合、番号の頭に「５」をつけて電話すると無料電話になります。

　TEL.6-1338(FAX兼用 )

（浦郷シルバー会館）

　
「
し
ま
ね
版
特
区
」
は
、
み
な
さ
ん
が
地

域
の
活
性
化
の
た
め
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
が
様
々
な
規
制
に
よ
り
実
施
が
困
難

な
と
き
に
、
規
制
の
特
例
措
置
を
設
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
事
業
を
は
か
る
制
度

で
す
。

　

市
町
村
、
民
間
事
業
者
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住

民
グ
ル
ー
プ
、
民
間
企
業
な
ど
）、
ど
な
た

で
も
申
請
可
能
で
す
。

　

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
受
付
期
間
に
関

わ
ら
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

１
月
15
日
（
金
）
〜 

１
月
29
日
（
金
）

島
根
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課

　

電　

話　

 

０
８
５
２
・
２
２
・
６
２
３
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

 

０
８
５
２
・
２
２
・
５
７
６
１

　　

詳
し
く
は
県
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
治
医
科
大
学
医
学
部
の
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

栃
木
県
に
あ
る
自
治
医
科
大
学
は
、
全
都
道
府
県
が
共

同
で
設
立
し
た
学
校
法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
医
科

大
学
で
、
卒
業
後
に
出
身
県
に
戻
り
、
一
定
期
間
地
域
の

病
院
、
診
療
所
に
勤
務
す
れ
ば
、
授
業
料
な
ど
が
全
額
免

除
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
島
根
の
医
療
を
守
る
と
い
う
気
概
に
あ
ふ

れ
た
方
の
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
２
３
名
（
島
根
県
か
ら
２
〜
３
名
）

　

平
成
28
年
1
月
25
日（
月
）【
学
力
】、

　
　
　
　
　
　
　
　

26
日
（
火
）【
面
接
】

　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
）

   

○
数
学
（
数
学
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
、
数
学
A
・
B
）

 　
　
　
　
　
　

 

○
理
科（
物
理
、化
学
、生
物
の
う
ち
２
科
目
選
択
）

　
　
　
　
　
　

  

○
外
国
語
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
・

　
　
　
　
　
　
　
　

Ⅲ
、
英
語
表
現
Ⅰ
・
Ⅱ
）

　
　
　
　

　

平
成
28
年
1
月
４
日
（
月
）
〜　
　
　

　
　
　
　
　
　

1
月
20
日
（
水
）
午
後
5
時
必
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
月
19
日
（
火
）
の
消
印
有
効
）

　

　
　

〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地

　
　
　

島
根
県
庁 

医
療
政
策
課 

医
師
確
保
対
策
室　

　
　
　
　
　
　
　

℡
０
８
５
２
‐
２
２
‐
５
６
９
３

　
　
　
　
　
　
　

Fax
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
０
４
０
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Cafe Dining Bar    SHIMA

 
　　昼 11：３０～ 14：００ 

 
　　夜 20：００～ 24：００ 

 ※定休日無し

　　昼 12：００～ 24：００ 
　      料金：１時間 2,000 円　
　 どんとカード会加盟店 マイバック利用促進店

便利屋　滝下
障子・襖の張り替え

建具修理
アミ戸の張り替えもいたします

庭木の手入れ他
掃除・草取り

家の修理致します
どんな小さなことでも

ご相談下さい

滝下　修秀（滝浜）
浦    郷

  電　　話　6-1537
携帯番号　090-7377-8221

短時間でも１週間に数日でもＯＫ！
介護福祉士・介護職員初任者研修（旧２級ヘルパー）・
調理師等の資格者は優遇します。
詳しいことはホームページをご覧下さい。
まずは下記までお電話下さい。

　　

１月の営業時間についてお知らせ
　昼：ＡＭ11：30～ＰＭ2：00
　１月中は夜の営業を不定休といたします。

何卒よろしくお願いいたします。
（定休日：月曜日 )

 
　　　　  当 3　  Ａ 組　２３１   B  組　４７１
　  Ａ

どんとカード会

開催場所 ノア 大ホール
会　　場　13:00 ～
開　　始　13:30 ～
　先着 200 名様粗品進呈！

ハワイ旅行、
10 万円商品券分等

１月17日(日)

旅行券１０万円
液晶テレビ・掃除機
商品券　等

中 浜 鮮 魚 店
フジタ電器店
遊食亭みやこ
大 野 技 建
お き 龍 宮 堂
お食事処はま
肉のいのうえ
い な ば や
小 中 商 店

河内商店別府店
やまのうち商店
だ る ま や
㈲西ノ島電工
どうまえ石油
竹 中 米 穀 店
河 内 商 店
中華の店さわの
池 田 酒 本 店
つる丸海遊園

どんとカード会加盟店

どんとカード会

22



2323 がんばっど！西ノ島

～従業員募集～

 ㈲山下土木工事所
　　　電話（７－８８２１　担当：近藤）

　　一般土木、舗装工事に従事していただきます
　  条件：高卒程度、普通自動車免許所有

　  パソコンにて資料作成、役所への対応等
　  工事と現場の管理をしていただきます
　   要資格：１級または２級土木施工管理技士

＜給与・休日＞
　当社規定による
　　事前に電話連絡の上、履歴書を
　　ご持参ください
　　　＊経験者優遇します

住まいのことなら

恭賀新年
新春を迎え皆々様の
ご多幸をお祈り申し
上げます。

携 帯  

新年は より営業致します。

いとおか歯科クリニック
院長　糸岡  紹男

  ※日曜・祝日は休診

診察時間
午前　９：００～１２：００
午後　２：００～   ６：００
（土曜は午後休診）

電  話　６－１９８８
         FAX　 ６－１９９０

浦郷（浦郷診療所２階）

　　訪問診療をご希望の方は
　　ご連絡ください。

魚谷眼科医院
院長　魚谷　純　副院長　舩田雅之

午前　９：００～１２：３０
午後　３：００～   ６：００

☆土曜午後は２：００～５：００

鳥取県米子市上後藤２－３－３

（外浜街道・バス停後藤ヶ丘中学校前）

電話（0859）22-2246
ホームページ 

http://www.uotaniganka.com/

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ 訪問診療 ○ × 月 火 水 木 金 土

午前 ○ ○ ○ × ○ ○
午後 ○ ○ ○ × ○ △

通常シングル１室１名様5,940円のところ

隠岐在住の方限定！
　　　　　　　　3,900円（税込）
更に日曜・祝日宿泊料金

　　　　　
　※他のプランとの併用は出来ません。

　　　　　　※連休の場合は連休最終日をプラン
　　　　　　　適用日にさせて頂きます

。
　　　　　　

ヘルシー朝食バイキング
　　　　　　お１人様　980円（税込）
　　　

JR 松江駅前
　　　松江アーバンホテル１号館２号館
　　   松江市朝日町５９０－３
　　　 電話　０８５２－２２－０００２
　　　 http://www.matsue-urban.co.jp

とって隠岐プラン

おすすめ

シングル1室1名様

平日シングル
1室1名様

　　3,900円 (税込 )

福祉用具のさか
●起きあがりが大変で、電動ベッ
　ドを使いたい。
●尿漏れが気になるので、失禁
　パンツを使ってみたい。
●長い距離が歩けなくなったの　
　で、電動カーに乗ってみたい。
●家に手すりなどを取り付けて
　欲しい。
など、介護のことは何でもご相談下さい。
【営業】月曜～土曜

※オムツなどの配達も承っており
ます。お気軽にお電話下さい。

　

KA E D E
場所　別府港近く、別府駐在所前
携帯　090-7547-6233
　　   担当　原　日和

※ ご予約制（お電話下さい。）
ご高齢の方、出張カット致します。

（まつエク特典＊新規の方１０％ＯＦＦ !）

　

　●上下水道工事
　●水廻り改修
　●給湯器・電気温水器
　●ＩＨクッキングヒーター
　●住宅改修工事

23
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　１１月２０日に大津・市部地区合同のジオパーク講座を行いました。今回は、本協議会事務局長の野
辺が講師となり、「世界が認めた隠岐の魅力」と題して、「なぜ隠岐が世界ジオパークに認定されたのか？」
「ジオパークとは何か？」について話しました。その中で、近所にあるジオパークのみどころとして、
美田ダムの「グリーンタフ」という薄い緑色をした石や、隠岐シーサイドホテル鶴丸近くのホタテの化
石についても紹介しました。
　講座の後には、参加者から、内航船に世界・日本・隠岐のジオパークのマークの表示があることでジ
オパークであることを認識したという話や、外国人観光客が国
賀や滞在した宿を絶賛していたこと、また、平成29年の再認
定に向けて自分たちは何を心がければ良いのか、など、最近ジ
オパークについて感じたことを教えて頂きました。
　地区単位の少人数での講座は、住んでいる地域の身近なとこ
ろにあるものの話も交えつつ紹介できるので、本協議会では積
極的に推進しています。講座を希望する方は、是非、下記まで
お問合せください。
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2016 年１月の行事予定

2015 年 11 月 30 日現在

■人口　　　　     2,977 人
■男　　　　　     1,468 人
■女　　　　　     1,509 人
■世帯数　　　     1,584 世帯   
■ 65歳以上人口　 1,274 人

3

10
直接搬入受付

17

24
直接搬入受付

31
ブックカフェ

( 中央公民館研修室 )
〈10:00 ～ 16:00〉

2

9
●土曜よろず朝市
(観光交流センター )
〈10:00～〉

16
おはなしのへや
( 中央公民館研修室 )
〈14:30 ～ 15:00〉

23
●土曜よろず朝市
(観光交流センター )
〈10:00～〉

30
世界旅行 in西ノ島
( ノアホール )

〈13:30 ～ 15:30〉

1
元旦

8
●いきいき健康サロン
（倉ノ谷活性化センター）
〈13:30～ 15:00〉

15
●スッキリ体操教室
（浦郷シルバー会館）
〈９:30～ 10:15〉
●健康サロン・健康教室
（物井公会堂）
〈13:30～ 15:00〉

22

29

31

7
●全町燃えるごみ収集

14
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（美田児童館）
〈10:00～12：00〉
●スッキリ体操教室
（宇賀交流施設）
〈14:00～ 14:45〉
（大津集会所）
〈15:00～ 15:45〉

21
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（美田児童館）
〈10:00～12：00〉

●いきいき健康サロン
（赤ノ江公民館）
〈13:30～ 15:00〉

28
●全町燃えるごみ収集

●子育てサロン
（美田児童館）
〈10:00～12：00〉

30
●全町燃えるごみ収集

6
●リサイクル品(カン)収集

13
●不燃ゴミ収集(埋立ご
み )家電製品４品を除く
●いきいき健康サロン
（別府至誠館）
〈13:30～ 15:00〉

20
●リサイクル品(ビン)収集

27
●リサイクル品(ペット
ボトル)収集
●年金相談
（黒木公民館）
〈14:00～ 17:00〉

●いきいき健康サロン
（波止公会堂）
〈13:30～ 15:00〉

29

5
西ノ島町消防団出初式
（ノアホール）
〈10:30～ 12:00〉

12
●全町燃えるごみ収集

おはなしのへや
( 中央公民館研修室 )
〈10:30 ～ 11:00〉

19

26

28
●全町燃えるごみ収集

4
●全町燃えるごみ収集

11
成 人の日

●中央公民館休館日

18
●全町燃えるごみ収集

25
●全町燃えるごみ収集

●いきいき健康サロン
（三度もーもー館）
〈13:30～ 15:00〉
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